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滅 菌包 装注 油洗浄・消毒前処理 注油は 
モリタマルチ 
スプレーで！

◀ 動画で確認

Spaceline EX / ST

オートクレーブ滅菌手順

3. マイクロファイバークロス（Toraysee 
for CE 等）に消毒用エタノールを含ませ、
ハンドピース全体を清拭します。

 ●チャック部への注油

ヘッド部をガーゼ等で
おおい、バー挿入口から
チャック部へスプレー
します。

2秒

個々に滅菌バッグに 
入れます。
㈱モリタ取り扱いの
エルク滅菌バッグ 
シリーズを推奨し 
ます。

 ●ボディへの注油

ハンドピースを 
しっかり持ち、接続部
からスプレーします。

2秒

1. 付着した汚れを流水下で歯ブラシなど
を用いて洗い流します。

※ 注水口に水垢やごみが付着することが 
あるため、付属の注水口ワイヤーで清掃
してください。

2. 水分を拭き取り、シリンジやエアガン
などでエアーを吹き付けて内部の水分
を除去し、乾燥させます。

1. チューブにハンドピースを
取り付けます。

2. ハンドピースを回転させ、
ヘッド内の余分な油分を除
去します。

3. 油分をガーゼで拭き取り、
チューブからハンド 
ピースを取り外します。

 ●余分な油分の除去

15秒

 ●スプレー液の除去

1. 接続部からエアーを吹き付
け、スプレー液を吹き飛ば
します。

2. ハンドピースの表面に出た
スプレー液を、ガーゼ等で
拭き取ります。

3. マイクロモーターにハンド
ピースを取り付け、 
タービンと同様に 
空回転を行います。30秒

エアーノズル

シリンジ または  
エアガン

 ●チャック保持力テスト

溝

2. テスターを溝が見えるまで
ゆっくり引っ張ります。

溝が見えた場合 
チャック保持力：正常 
溝が見えたら引っ張りを 
やめ、ゆっくり戻します。 
プッシュボタンをしっかり
押しながら、テスターを
まっすぐ引き抜きます。

溝が見える前に引き抜けた場合 
チャック保持力：低下 
チャック部へ注油し、 
再テストしてください。 
それでも保持力が回復しな
いときは、修理を依頼して
ください。

1. テスターを奥まで 
まっすぐ挿入します。

赤色
5 倍速コントラ 
CA-5IF(-O)

+135℃以下で 
行ってください

ルブリナ２で注油、異物や摩耗粉等の排出・除去を行うことができます。

• オートクレーブ滅菌以外の滅菌は行わないでください。
• オートクレーブ滅菌後は高温になっているため、十分

に冷めるまで触れないでください。

※ パーツの取り外し方法や各種推奨条件など、詳細については各取扱説明書をお読みください。
※ 患者さんへの使用後すみやかに行ってください。

トルクテック　　　　
TORQTECH

ツインパワータービン
TWINPOWER TURBINE

 ●用手洗浄・消毒の場合

 ●機械洗浄・消毒の場合

2. 給水スイッチを ON に
して回転させます。

3. 水道水またはタンパク
凝固防止剤で濡らした
ガーゼで拭き取り、 
目に見える汚れを除去
します。

1. バーを取り外します。

• スプレーは、人に向けて使用しないでください。

• 通気のない閉め切ったところでは使用しないでください。窓を開ける、または、換気扇を回すなど十分に通気してください。

• 眼に入らないように注意してください。万一眼に入った時は、多量の水でよく眼を洗い、医師の診断を受けてください。

• 皮膚にかからないようにしてください。皮膚についた場合は、石けん水で洗ってください。

• シンク等で使用する際、可燃性の噴射剤が滞留する場合があるので、火気を近づけないでください。

• チャック保持力の低下により、バーが抜け口腔内を傷つけたり、患者さんが飲みこんだりするおそれがあります。

1. ハンドピースをハンドピースホルダー
に取り付けます。

2. 当社推奨条件になるように WD の 
条件を選択し、洗浄・消毒します。

3. 洗浄後は表面や内部の水分を 
エアガン等で除去します。

10:1 
減速コントラ
CA-10RC-ENDO

ストレート 
ST-DH

等速コントラ  
CA-DC (-O) 青色

緑色

• ゴーグルやグローブ、マスクなどの個人防護具（PPE）を着用してください。

• 洗浄後のパーツ内部に水分が残っていると、
腐食や注油、滅菌不良の原因となります。

• ハンドピースに注したときは、必ずスプレー液の除去を行ってください。スプレー液がモーター内部に入ると故障の原因に
なります。また、ハンドピース内の余剰オイルによりマイクロモーターが発熱して低温やけどをするおそれがあります。

 モリタマルチスプレー以外は絶対に使用しないでください。

 PVA（ポリビニルアルコール）などの水溶性の接着成分を含
む滅菌バッグは使用しないでください。ISO11607 準拠の滅
菌バッグにもPVA が含まれる場合があります。

 オートクレーブ滅菌以外の滅菌は行わないでください。
 滅菌・乾燥温度は、温度設定を+135℃以下にしてください。
+135℃を超える設定の場合、故障や汚れの原因となります。

 オートクレーブ滅菌器に、滅菌済みのパーツを入れたままに
しないでください。

 5 秒以上スプレーすると、著しく冷却され凍結することがあります。この状態で、すぐに回転させるとボールベアリングが損傷する
おそれがあります。

 スプレーは立てて使用、保管してください。

 スプレーノズルの先端をバー挿入口に抜き差しするときは、まっすぐ行ってください。スプレーノズルの先端が破損するおそれがあります。

 注油を怠ると故障の原因になります。

オートクレーブ滅菌 
します。

滅菌後は乾燥した 
清潔な環境で保管 
してください。

WD（ウォッシャーディスインフェクター）当社推奨条件

使用機器 モリタ　IC Washer ミーレ G7881

運転 
モード

+80℃ 10 分 または +90℃ 5 分
※「乾燥工程あり」、「仕上げ剤あり」を選択してください。 Vario TD

洗剤
［濃度］

アイエスザイム
［0.5％（初期設定値）］

ネオディッシャー液体洗剤
［0.3 - 0.5％］

すすぎ剤
［濃度］

アイエスミルク
［0.15％（初期設定値）］

ネオディッシャーすすぎ剤
［0.03 - 0.05％］

 ISO15883-1 に準拠した WD (A0 : 3000 を達成できるもの ) を使用してください。
 スケール（水垢）が発生しやすい地域では脱イオン水（イオン交換水）を使用してください。
 金属を腐食させるような強酸・強アルカリの薬剤は使用しないでください。
 内部が水分で満たされた状態から内腔乾燥を行わないでください。 
すすぎ剤の濃縮によりパーツが腐食するおそれがあります。

 WD にパーツを入れたままにしないでください。腐食や故障の原因となります。

 治療で使用する薬剤や接着剤が付着
した場合はすみやかに水道水で洗い
流してください。

 ハンドピース内にごみなどが入ると、
回転、注水不良の原因となります。

接続部から 
ヘッド方向へ

20秒

• 感染予防のため、インスツルメントは必ず患者さんご
とにオートクレーブ滅菌を行ってください。

このマークが 
表示されている機器は、 
WD を使用できます。

https://www.dental-plaza.com/qr/3031


滅 菌包 装洗浄・消毒前処理取り外し

個々に滅菌バッグに入れます。
㈱モリタ取り扱いの 
エルク滅菌バッグシリーズを
推奨します。

1. 付着した汚れを、流水下で
歯ブラシなどを用いて洗い
流します。

注水口に水垢やごみが付着する
ことがあるため、付属の注水口
ワイヤーで清掃してください。

ハンドピース

トルクレンチチップ着脱工具

●超音波スケーラー*

チップ 
トルクレンチまたはチップ着脱工具で、ハンドピース
から取り外します。

ファイルホルダー

対極

●根管長測定器*

* 印の付いている機器の取り扱いの詳細については、必ず別冊の取扱説明書をお読みください。

アイプロテクター

●LED光重合器*
注水口ワイヤー

●ハンドピース付属品*
ランプカバーにキャップを 
取り付けてパックします。

キャップ

ランプカバー

※ 仕様により装備品が異なります。

シリンジケース
ノズル 
シリンジケースからまっすぐ 
引き抜きます。

●スリーウェイシリンジ

バキュームチップ 
シリンジボディからまっすぐ 
引き抜きます。

シリンジボディ

●バキュームシリンジ

ラバーチップ 
バキュームチップからまっすぐ 
引き抜きます。WS-10-O-LD 

フラッシング用アダプター

スリーウェイシリンジが 
WS-10-O-LD の場合

超音波 
スケーラーの 

場合
※ バー・ポイント・ファイル

の推奨条件については、 
各取扱説明書を参照して 
ください。

水道水またはタンパク質凝固
防止剤で濡らしたガーゼを 
用いて目に見える汚れを除去
します。

または、流水下で歯ブラシを
使用して目に見える汚れや 
残留物を除去してください。

3. マイクロファイバークロス
（Toraysee for CE 等）に
消毒用エタノールを含ませ、
表面を清拭します。

2. 水分を拭き取り、シリンジ
やエアーガンなどでエアー
を吹き付けて内部の水分を
除去し、乾燥させます。

+135℃以下で 
行ってください

オートクレーブ滅菌します。

滅菌後は乾燥した清潔な環境
で保管してください。

 取り外しできるパーツは、すべて別々に分離してください。

 超音波スケーラーは給油（オイルメンテナンス）しないでください。破損や故障のおそれがあります。

 治療で使用する薬剤や接着剤が
付着した場合はすみやかに水道
水で洗い流してください。

 ハンドピース内にごみなどが 
入ると、回転、注水不良の原因
となります。

• 感染予防のため、インスツルメントは必ず患者さんごとにオートクレー
ブ滅菌を行ってください。

• 洗浄後のパーツ内部に水分が残っていると、腐食や注油、滅菌
不良の原因となります。

• オートクレーブ滅菌以外の滅菌は行わないでください。
• オートクレーブ滅菌後は高温になっているため、十分に冷めるまで触れ

ないでください。

 PVA（ポリビニルアルコール）などの水溶性の接着成分を含む滅菌バッグは使用
しないでください。ISO11607 準拠の滅菌バッグにも PVA が含まれる場合があ
ります。

 オートクレーブ滅菌以外の滅菌は行わないでください。

 滅菌・乾燥温度は、温度設定を +135℃以下にしてください。+135℃を超える
設定の場合、故障や汚れの原因となります。

 オートクレーブ滅菌器に、滅菌済みのパーツを入れたままにしないでください。

●その他

トレーのハンドル

ライトのグリップ

シリコン製トレーシート

紙コップ 
汚物ホルダー

薬瓶ホルダー

フラッシング装置のホルダー

インスツルメントホルダー

ユーティリティートレーシート

インスツルメントハンガー

●マイクロモーターのカバー *

チューブ接続リングを持ちながら 
モーターカバーを押さえ、親指で接続筒を押して、 
マイクロモーターからモーターカバーを外します。

モーターカバー

エジェクターチップ 
ボディから引き抜きます。

●サライバエジェクター

吸引口 
エジェクターチップから 
取り外します。ボディ

 ●用手洗浄・消毒の場合  ●機械洗浄・消毒の場合

1. パーツをバスケットに 
入れます。ハンドピース
はハンドピースホルダー
に取り付けます。

2. 当社推奨条件になるよう
に WD の条件を選択し、
洗浄・消毒します。

3. 洗浄後は表面や内部の 
水分をエアガン等で除去
します。

WD（ウォッシャーディスインフェクター）当社推奨条件

使用機器 モリタ　IC Washer ミーレ G7881

運転 
モード

+80℃ 10 分 または +90℃ 5 分
※「乾燥工程あり」、「仕上げ剤あり」を 

選択してください。
Vario TD

洗剤
［濃度］

アイエスザイム
［0.5％（初期設定値）］

ネオディッシャー 
液体洗剤

［0.3 - 0.5％］

すすぎ剤
［濃度］

アイエスミルク
［0.15％（初期設定値）］

ネオディッシャー 
すすぎ剤

［0.03 - 0.05％］

 ISO15883-1 に準拠したWD (A0 : 3000 を達成できるもの) を
使用してください。

 スケール（水垢）が発生しやすい地域では脱イオン水（イオン交換水）
を使用してください。

 金属を腐食させるような強酸・強アルカリの薬剤は使用しないで
ください。

 内部が水分で満たされた状態から内腔乾燥を行わないでください。
すすぎ剤の濃縮によりパーツが腐食するおそれがあります。

 WD にパーツを入れたままにしないでください。腐食や故障の原
因となります。
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